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人工木デッキ下地
■人工木デッキのメイン下地となる大引き材です。
 
■サイズ:(⾧さ)      (幅)     (高さ)
    2700mm × 68mm × 89mm
      1800mm × 68mm × 89mm

■大引きを連結するためのジョイント材です。

※ビスが付属しています。

■人工木デッキの足となる調整用の束柱です。 

■サイズ:（最大⾧さ) 380mm 
       （最小⾧さ) 280mm 

※ビス、Ｌ型金具等、一式が付属しています。
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人工木デッキ下地
■人工木デッキ幕板を固定するための下地金具です。 

■素材:ステンレス製

※ビスが付属しています。

■幕板を設置する際に、角部の納まりに使用するための
エンドキャップです。 

■素材:樹脂製

■デッキ床板を固定するための金具です。  

■セット内容:固定パーツ×10個 ビス×10本

■素材:樹脂／ステンレス

※ビスが付属しています。

※床板固定金具を使用してデッキを設置していく場合、
 床材同士の隙間は約５ミリ生じます。
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【 デッキ組み立てに必要な道具 】

【 デッキ施工のポイント 】



【 定尺サイズ人工木ウッドデッキキットの部材内訳 】

１間３尺 １．５間３尺 ２間３尺 １間６尺 １．５間６尺 ２間６尺

1800×900mm 2700×900mm 3600×900mm 1800×1800mm 2700×1800mm 3600×1800mm

 人工木床板900 900×145×25 12 18 24

 人工木床板1800 1800×145×25 12 18 24

 人工木幕板890 890×145×31 2 2 2

 人工木幕板1345 1345×145×31 2 2

 人工木幕板1790 1790×145×31 1 2 3 2 4

 アルミ大引1795 1795×67.9×89 3 6 5 10

 アルミ大引2695 2695×67.9×89 3 5

 大引連結アルミ 200×65.3×63.5 3 5

 アルミ調整束柱 65×65×290 9 9 12 15 15 20

 床板固定金具（10個入） 4 6 7 6 9 12

 幕板下地金具 11 11 13 15 15 17

 幕板コーナーキャップ 2 2 2 2 2 2

 ＳＵＳカラードリルビス 1 1 1 1 1 2

部材名称 部材寸法  mm



大引き

幕板

調整束柱
幕板固定金具

床板

幕板固定金具

幕板コーナーキャップ

【人工木デッキ基本構造】

床板固定金具

※①　大引き同士の間隔は、内々380mm以内としてください。

※②　調整束柱の間隔は最大で1300mm以内としてください。
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【 仕上り基本寸法例　W1800×900mm 】

※デッキの仕上りサイズは若干の誤差が生じます。

※①　大引き同士の間隔は図面上382mmとしていますが、設置環境に応じて、内々380mm以内であれば多少の位置調整は
　　　　問題ありません。

※①　内々380mm以内

※②　調整束柱の間隔は最大で1300mm以内であれば、多少の位置調整は問題ありません。
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【 仕上り基本寸法例　W1800×1800mm 】

※デッキの仕上りサイズは若干の誤差が生じます。

※①　大引き同士の間隔は図面上412mm／420mmとしていますが、設置環境に応じて、内々380mm以内であれば
　　　　多少の位置調整は問題ありません。

※②　調整束柱の間隔は最大で1300mm以内であれば、多少の位置調整は問題ありません。

※①　内々380mm以内

※②
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【 仕上り基本寸法例　W2700×900mm 】

※デッキの仕上りサイズは若干の誤差が生じます。

※①　内々380mm以内

※①　大引き同士の間隔は図面上382mmとしていますが、設置環境に応じて、内々380mm以内であれば多少の位置調整は
　　　　問題ありません。

※②　調整束柱の間隔は最大で1300mm以内であれば、多少の位置調整は問題ありません。

※②
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【 仕上り基本寸法例　W2700×1800mm 】

※デッキの仕上りサイズは若干の誤差が生じます。

※①　内々380mm以内

※①　大引き同士の間隔は図面上412mm／420mmとしていますが、設置環境に応じて、内々380mm以内であれば
　　　　多少の位置調整は問題ありません。

※②　調整束柱の間隔は最大で1300mm以内であれば、多少の位置調整は問題ありません。

※②
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【 仕上り基本寸法例　W3600×900mm 】

※デッキの仕上りサイズは若干の誤差が生じます。

※①　内々380mm以内

※①　大引き同士の間隔は図面上382mmとしていますが、設置環境に応じて、内々380mm以内であれば多少の位置調整は
　　　　問題ありません。

※②　調整束柱の間隔は最大で1300mm以内であれば、多少の位置調整は問題ありません。

※②
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【 仕上り基本寸法例　W3600×1800mm 】

※デッキの仕上りサイズは若干の誤差が生じます。

※①　内々380mm以内

※②

※①　大引き同士の間隔は図面上412mm／420mmとしていますが、設置環境に応じて、内々380mm以内であれば
　　　　多少の位置調整は問題ありません。

※②　調整束柱の間隔は最大で1300mm以内であれば、多少の位置調整は問題ありません。



基礎石の厚み

デッキの高さ

（375～475mm）

※デッキの高さが375mm以下の場合は、調整束をカットして組み立てて下さい。

【 全体の高さの決定　（デッキ高さ＋基礎石の厚み） 】

※デッキの高さ=　調整束（280mm～380mm）＋大引き（70mm）＋デッキ厚み（25mm）



【 下地の施工 】

施工現場がコンクリートでない場合は、あらかじめ束石を設置してください。

【 束柱・大引きの施工 】

調整束柱と大引きをビス留めします。ビスが打ちにくい場合は大引きと束柱を横に寝かすと、ビスが打ちやすいです。

それぞれの位置を合わせて、付属のナベドリルビス4.2×20で固定してください。束柱位置は大引き端部より200mm以下です。



大引きを連結する場合は、「大引き連結金具」を使用します。

図面のように大引きの間に金具を差し込んで、ビスで両側から固定します。

【 大引きを連結する場合 】

手順２：反対側の大引きを差し込んでビス留めしたら連結完成です。

手順１：大引き連結アルミを半分まで差し込み、ビス留めします。

　　　　　※事前に半分のラインで線を引いておくとスムーズです。



【 束柱の位置を変更する場合 】

束柱の取り付け位置に障害物などがあって束柱の取り付け位置を変更したい場合は、下記の内容を守って上で、束柱の
取り付け位置を検討してください。

①束柱のピッチは、下記のピッチで変更してください。

・ 大引き端部より200mm以下
・ 束柱ピッチ 1300以下



【 調整束柱の高さ調整  】

【１】デッキの水平面を決定し、束柱ナットを緩めて高さを調整してください。

※高さ調整は、必ずあらかじめ決められている調整範囲内で行ってください。調整範囲は280mm～380mmまで。
※部材の水平や直角などを確認してください。

【２】高さ調整後ナットをビス留め、ナベドリルビス4.2×20にて完全に固定してください。（表裏計４箇所）

【 束柱のアンカー固定  】

束柱を「束柱固定Ｌ金具」を使って基礎に固定してください。



【 床板の貼り始め  】

■デッキ貼り始めは、幕板固定金具に位置を揃えて床板を配置していきます。

※大引き小口側の「幕板固定金具」は、ビスを緩めて位置を微調整することができます。



【 デッキ材の施工  】



【 幕板の施工  】

幕板サイズ：145×31mm

｢幕板下地金具｣に、人工木幕板を固定します。

・ビスの位置決めは、専用治具を使用してビス留めを行ってください。
・ビスで固定前に必ず幕板に下穴を空け、上下２筒所ずつ固定してください。



【 写真で見る人工木ウッドデッキ設置の流れ  】

■まずは設置サイズに合わせた個数分の平板を用意します。 ■初めに束柱のボルトネジを仮止めしていきます。 予定の高さに
　 合わせて束柱の長さを調整し、ネジを固定します。

■続いて大引きと束柱をドリルビスで固定します。　打ちやすい場所でし

っかりとビスを打ち込みます。
■束柱を固定したら、平板の上に配置していきます。

■全ての大引きを配置したら、縦横の通りや寸法を揃えていきます。　 
　 平板の微調整もここで行っています。
　 ※この時点で決めた位置がずれても問題ないように、平板にマジック
　　 などでラインを入れておくと安心です。　　  

■続いて、大引きに「幕板固定金具」をビス止めしていきます。



【 写真で見る人工木ウッドデッキ設置の流れ  】

■大引きの小口側や正面側にも、金具を固定していきます。

　※固定金具には向きがありますので、写真のように突起側が下向きに

　　 なるよう設置してください。

■続いて、全体の高さ調整を行っていきます。まずは仮止めしたボルト

　 を緩めて、束柱を調整できるようにします。

■水平器を見ながら隣との高さがそろった場所で、再度ボルトを仮止め

　 します。
■本締めとして、ドリルビスを前後２カ所（計４カ所）にしっかりと打ち込み

　 ます。

前２カ所

裏２カ所

■これで下地の完成です。次は付属のＬ型金具を使用して、束柱と

　平板にビス止めします。

■平板は先に下穴を開ける必要がありますので、コンクリート用の

　 下穴ドリルをご用意ください。
　  約５．５ｍｍの下穴を開けて、黄プラグを差し込みます。

束柱にビス止め

平板にビス止め



【 写真で見る人工木ウッドデッキ設置の流れ  】

■黄プラグにビスを打ち込んだら完成です。　高さや場所によってＬ型

　 金具が打ちにくい場合は、写真のように束柱の側面に固定しても
　 問題ありません。　　次は床板を貼っていきます。

■まず１枚目の床板は、「幕板固定金具」の側面を合わせて配置します。

　 次に２枚目の床板との間に、「固定具」を挟み込んでビス止めして
 　いきます。　※１枚づつ床板を用意してビス止めを行ってください。

床板固定金具

■「床板固定金具」を間に挟み込み、大引きに対して上からドリルビスを

 　打ち込みます。
■床板がすべて固定されました。次は側面の幕板を設置していきます。

■専用の治具を使用して、内側にある「幕板固定金具」の場所に合わせ

　 て下穴を開けていきます。 ■下穴を開けた場所にビスを打ち込みます。



【 写真で見る人工木ウッドデッキ設置の流れ  】

■上下２箇所づつビスで固定したら幕板の設置が完了です。 ■端部はコーナーキャップをはめ込んで、付属のビスで固定します。

人工木ウッドデッキ１間６尺の完成です！



床板

床板固定金具でしっかり固定します。

幕板




